
館山法人会報
  TATEYAMA　HO-JIN　KAIHOU　

法人会の「理念」
法人会は税のオピニオンリーダーとして
企業の発展を支援し　地域の振興に寄与し
国と社会の繁栄に貢献する
経営者の団体である

● 第５２回定時総会・表彰
● 館山税務署人事異動・署長挨拶ほか　● 令和７年度税制改正要望　
● 理事会・委員会・部会の動き　● 税務署からのお知らせ
● 健康コーナー「検診で血糖値が高いと言われたら？」
● 一日人間ドックのお知らせ　● 税に関する「絵はがきコンクール」　
● パソコン講座のお知らせ

←法人税確定申告書提出の会員の方は、←法人税確定申告書提出の会員の方は、このシールこのシール
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公
益
社
団
法
人
館
山
法
人
会
の

第
52
回
定
時
総
会
が
６
月
７
日
、

矢
井
田
直
輝
館
山
税
務
署
長
を
は

じ
め
、
県
、
管
内
市
町
幹
部
、
税

理
士
会
な
ど
関
係
有
効
団
体
役
員

ら
多
く
の
来
賓
を
迎
え
、
夕
日
海

岸
昇
鶴
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
地
域
社
会
へ

の
貢
献
事
業
と
し
て
一
般
住
民
も

参
加
し
、
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
師
は
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
小
西
克
哉
氏　

テ
ー
マ
は

「
２
０
２
４
年
米
国
・
中
国
・
日
本

経
済
は
ど
う
な
る
？
」

　

講
師
の
小
西
氏
は
国
際
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
現
代
ア
メ
リ
カ
政

治
・
外
交
を
中
心
に
取
材
・
研
究

を
続
け
大
学
院
で
客
員
教
授
と
し

て
国
際
政
治
、
メ
デ
ィ
ア
論
を
担

当
し
て
い
る
。

　

海
洋
進
出
を
続
け
る
中
国
の
動

向
、
ア
メ
リ
カ
の
対
中
政
策
、
今

年
の
11
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
大

統
領
選
挙
の
展
望
な
ど
を
予
想
。

そ
の
中
で
、
少
子
化
な
ど
で
活
力

が
失
わ
れ
る
日
本
が
ど
う
す
べ
き

か
を
解
説
。

　

続
い
て
開
か
れ
た
総
会
で
は
、

本
間
亨
会
長
が
、「
円
安
の
影
響

な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
だ
が
、

本
会
の
事
業
経
営
に
つ
い
て
、
公

益
事
業
比
率
も
達
成
し
た
、
ま
た
、

会
員
増
強
に
関
す
る
協
力
に
感
謝

す
る
、
今
年
度
も
、
法
人
会
の
原

点
で
あ
る
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
よ
き
経
営
者
を
め

ざ
す
も
の
の
団
体
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
令
和
５
年
度
事

業
報
告
・
収
支
決
算
を
原
案
ど
お

り
承
認
を
行
っ
た
あ
と
、
理
事
会

承
認
事
項
で
あ
る
令
和
６
年
度
事

業
計
画
・
収
支
予
算
案
を
報
告
し
、

議
事
が
終
了
。

　

こ
の
後
、
会
員
増
強
協
力
者
へ

感
謝
状
、
会
員
増
強
優
秀
者
へ
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
来
賓
の
矢
井
田
直
輝
館

山
税
務
署
長
、
館
山
市
長
代
理
別

めざします　企業の繁栄と社会への貢献

令
和
６
年
６
月
７
日　

夕
日
海
岸
昇
鶴

令和６年度

第
五
十
二
回
定
時
総
会

―
全
議
案
承
認
可
決
―

記
念
講
演

記
念
講
演
は
一
般
住
民
も
多
数
聴
講

　
　

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

小
西　

克
哉
氏

　
「
２
０
２
４
年
米
国
・
中
国
・
日
本
経
済
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ど
う
な
る
？
」

総
会
議
案

第
１
号
議
案　

令
和
５
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

第
２
号
議
案　

令
和
５
年
度
収
支
決
算
報
告
承
認
の
件
、

　
　
　
　
　
　

監
査
報
告

報
告
事
項

令
和
６
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
件

定時総会小西　克哉氏

所
正
之
総
務
部
長
、
諏
訪
克
宏
館

山
県
税
事
務
所
長
か
ら
祝
辞
が
あ

り
、第
二
部
総
会
を
終
了
、最
後
に
、

第
三
部
懇
親
会
で
全
日
程
を
終
了

し
ま
し
た
。

公
益
社
団
法
人
　
館
山
法
人
会
　

    

会
　
長
　
　

本  

間
　
　
亨



3

会
員
増
強
優
秀
者
６
名
に

感
謝
状
・
表
彰
状

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

千
葉
県
法
人
会
連
合
会
の
令
和
六
年
度
総
会
及

び
役
員
大
会
が
六
月
十
七
日
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ

ル
千
葉
で
開
催
さ
れ
、席
上
、県
法
連
会
長
表
彰
が

行
わ
れ
、次
の
二
氏
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

（
表
彰
対
象
は
四
月
一
日
現
在
）

県
法
連
会
長
表
彰栗原　保博

（株）吹代の里
代表取締役

安田　三喜夫
安田木材（有）

代表取締役

　

会
員
増
強
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
、
会
員
増
強
優
秀
者
に
感
謝
状
、

表
彰
状
及
び
記
念
品
を
、
お
贈
り
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
彰
式  

　
感
謝
状
・
表
彰
状
の
贈
呈（
順
不
同
・
敬
称
略
）

一
、公
益
社
団
法
人
館
山
法
人
会
会
長
感
謝
状　
　

（
１
）会
員
増
強
協
力

　
　
　
　
株
式
会
社
千
葉
銀
行
鴨
川
支
店（
支
店
長　

内
藤　

泰
隆
）

　
　
　
　

髙
宮　

有
里（
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
）

　
　
　
　

小
倉　

信
雄（
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
）

二
、公
益
社
団
法
人

　

  　
館
山
法
人
会
会
長
表
彰
状

　
　
会
員
増
強
優
秀
者

　
　
（
ア
）支
部・部
会

　
　
　
　

女
性
部
会
（
部
会
長　

清
宮　

和
子
）

　
　
（
イ
）役
員・個
人

　
　
　
　

小
畑　

和
美
（
常
任
理
事
）

　
　
　
　

加
藤　

園
子
（
千
倉
支
部
）

公益社団法人館山法人会第 52回定時総会表彰記念　6月 7日
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己
紹
介
が
あ
り
、諏
訪
館
山
県
税
事

務
所
長
の
乾
杯
で
懇
親
会
に
な
り
ま

し
た
。

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
お

互
い
の
共
通
理
解
を
深
め
る
出
会

い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

館
山
税
務
懇
話
会
（
本
間
亨
会

長
）
主
催
に
よ
る
恒
例
の
館
山
税

務
署
７
月
人
事
異
動
に
伴
う
歓
迎

会
が
８
月
６
日
夕
日
海
岸
昇
鶴
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
顧
問
の
県
・
各
市
町
の

幹
部
を
は
じ
め
、
懇
話
会
役
員
の

約
70
名
が
出
席
し
、
納
税
推
進
へ

の
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
本

間
会
長
が
、
税
務
署
新
体
制
へ
の

期
待
と
歓
迎
の
こ
と
ば
。

　
「
当
会
は
、
納
税
思
想
の
高
揚
を

館
山
税
務
署
７
月
人
事
異
動

館
山
税
務
署
７
月
人
事
異
動

竹
川
署
長
ら
新
幹
部
を
迎
え
て

納
税
推
進
へ
館
山
税
務
懇
話
会
が
歓
迎
会

館山税務懇話会
＝納税協力 10団体＝

公益社団法人
館山法人会 本 間　　 亨

一般社団法人
館山青色申告会 小 芝　 幸 一

千葉県税理士会
館山支部 早 野　 喜 良

館 山 間 税 会 本 橋　 亮 一

館山税務署管内
納税貯蓄組合連合会 刈 込　 浩 一

千葉県酒造組合
安房支部 亀 田　 雄 司

館 山 商 工 会 議 所 安 田　 信 之

安房郡市
商工会長協議会 大 川　 浩 司

館山小売酒販組合 今 井　 義 明

千葉県卸酒販組合
安房支部 川 名　 光 俊

図
る
た
め
関
係
機
関
と
協
調
し
て
、

税
法
等
の
普
及
や
e-

T
A
X
な

ど
普
及
拡
大
等
広
報
や
「
税
を
考

え
る
週
間
」
行
事
の
納
税
表
彰
式

へ
の
参
加
等
、
成
果
を
あ
げ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、
内
需
は

拡
大
し
て
い
る
が
円
安
の
影
響
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら

こ
そ
企
業
自
ら
研
鑽
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
本
日
は
、
会
員
が
一
同
に

会
し
た
良
い
機
会
で
あ
り
ま
す
の

で
、
限
ら
れ
た
時
間
で
す
が
、
行

政
機
関
の
ご
指
導
の
下
、
こ
の
地

域
が
明
る
く
元
気
に
な
る
よ
う
な

話
し
合
い
の
場
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
竹
川
新
署
長
が
「
今
回

の
人
事
異
動
で
多
く
職
員
の
動
き

が
あ
っ
た
。
特
に
内
部
事
務
の
セ

ン
タ
ー
化
で
館
山
税
務
署
も
７
月

か
ら
対
象
と
な
り
、
署
の
体
制
も

一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
ま
で
同
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。
管
内
を
拝
見
し
た
が
、

海
や
山
の
自
然
が
豊
か
で
花
火
大

会
や
八
幡
の
祭
礼
な
ど
伝
統
行
事

が
多
い
と
聞
い
お
り
、
積
極
的
に

参
加
し
た
い
。
館
山
税
務
懇
話
会

の
皆
様
方
に
は
、
税
務
行
政
の
よ

き
理
解
者
と
し
て
e-

T
A
X
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
利
用
拡
大
な
ど
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」と
着
任
の
あ
い
さ
つ
。

次
い
で
新
陣
営
の
税
務
署
幹
部
の
自

会長挨拶

税務署幹部の紹介

矢
井
田
署
長
は
国
税
局
課
税
第
二
部
酒
税
課
長
へ
栄
転

　

後
任
竹
川
洋
樹
署
長
は
国
税
局
課
税
第
一
部
企
画
調
整
官
か
ら
着
任

　
館
山
税
務
署
で
７
月
10
日
付
の
人
事
異
動
が
あ
り
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
矢
井
田
直
輝
署
長
は
国
税

局
課
税
第
二
部
酒
税
課
長
と
し
て
栄
転
い
た
し
ま
し
た
。

　
各
部
会
や
支
部
ゼ
ミ
な
ど
で
の
署
長
卓
話
は
、
国
税
局
な
ど
で
、
主
に
酒
税
を
担
当
し
て
い
た
経
験
か

ら
、「
酒
類
業
界
を
巡
る
現
状
と
国
税
庁
の
取
組
に
つ
い
て
」
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
な
ど
好
評
で

し
た
。
ご
指
導
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
後
任
に
は
、
国
税
局
課
税
第
一
部
企
画
調
整
官
か
ら
、
竹
川
洋
樹
署
長
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
川
口
泰
之
統
括
官
は
江
東
東
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
官
と
し
て
栄
転
し
ま
し
た
。

後
任
に
は
、
新
宿
税
務
署
消
費
税
専
門
官
か
ら
河
内
博
和
統
括
官
が
着
任
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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着
任
の
あ
い
さ
つ

館山税務署長

竹川　洋樹

　

残
暑
厳
し
き
折
、
公
益
社
団
法
人

館
山
法
人
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
７
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
東

京
国
税
局
課
税
第
一
部
企
画
調
整
官

か
ら
館
山
税
務
署
長
と
し
て
参
り
ま

し
た
竹
川
洋
樹
と
申
し
ま
す
。
前
任

の
矢
井
田
署
長
と
同
様
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
は
本

会
報
を
通
じ
ま
し
て
会
員
の
皆
様
方

に
ご
挨
拶
で
き
る
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
て
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

　

貴
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
税

務
行
政
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
多

大
な
る
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本

間
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
並
び
に
会

員
の
皆
様
方
が
長
年
に
わ
た
り
意
欲

的
に
会
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
、
租
税
教
育
や
地
域
社
会
・
経
済

の
発
展
の
ほ
か
、
税
務
行
政
の
円
滑

な
執
行
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
伺
っ
て
お
り
、
大
変
心
強
く

感
じ
て
お
り
ま
す
。
貴
会
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
本
年
度
も
「
税
に
関
す

る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
や
各
種

研
修
・
説
明
会
の
実
施
な
ど
、
様
々

な
活
動
を
企
画
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ

て
お
り
、税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
ま
た
地
域
貢
献
の
中
心
的

存
在
で
あ
る
法
人
会
の
皆
様
が
、
多

様
で
活
発
な
事
業
活
動
を
展
開
さ
れ

ま
す
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
５
年
分
の
確
定
申
告

か
ら
開
始
し
た
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連

携
に
よ
る
給
与
情
報
の
自
動
入
力
に

つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
の
皆
様
方
へ

の
制
度
周
知
及
び
源
泉
徴
収
票
の

ｅ
-
Ｔ
ａ
ｘ
提
出
依
頼
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
制
度
の
定
着
ひ
い
て
は
納
税

者
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、
今
後

と
も
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
税
当
局
に
お
い
て
は
、
納
税
者

利
便
の
向
上
や
税
務
行
政
全
体
の
効

率
化
に
加
え
、
社
会
全
体
の
Ｄ
Ｘ
推

進
へ
の
貢
献
も
図
る
観
点
か
ら
、
税

務
行
政
の
Ｄ
Ｘ
の
更
な
る
推
進
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
令
和
６
年
１
月
か

ら
電
子
取
引
に
関
す
る
デ
ー
タ
保
存

の
完
全
義
務
化
が
開
始
し
た
電
子
帳

簿
等
保
存
制
度
へ
の
対
応
な
ど
、
法

人
会
の
皆
様
方
と
の
連
携
・
協
力
は
欠

か
せ
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

貴
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
会
員
の
皆
様
へ
の
各
税
目

の
ｅ
-
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
、
法
人
税
の
Ａ

Ｌ
Ｌ 

ｅ
-
Ｔ
ａ
ｘ
や
年
末
調
整
手
続

の
電
子
化
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
、

そ
の
他
会
計
・
税
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
含
め
た
様
々
な
側
面
か
ら
の
業
務

の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
を
働
き
掛
け
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
７
月
か
ら
、
税

務
署
に
お
け
る
内
部
事
務
の
効
率

化
・
高
度
化
を
図
る
と
と
も
に
、
納

税
者
利
便
の
向
上
や
外
部
事
務
（
調

査
・
徴
収
事
務
）
の
充
実
・
高
度
化

を
目
指
し
、
一
部
の
税
務
署
に
お
い

て
、
複
数
の
税
務
署
の
内
部
事
務
を

業
務
セ
ン
タ
ー
で
集
約
処
理
す
る

「
内
部
事
務
の
セ
ン
タ
ー
化
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
令
和
６
年

７
月
か
ら
館
山
税
務
署
も
そ
の
対
象

と
な
っ
て
お
り
、
申
告
書
、
申
請
書

等
の
書
面
で
の
提
出
先
が
業
務
セ
ン

タ
ー
宛
て
と
な
っ
た
ほ
か
、
税
務
署

の
体
制
も
一
部
変
更
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
私
ど
も
税
務
当
局
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
今
後
も
丁
寧
な
ご
案
内

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
署
管
内
で
あ
る
安
房
地
域
は
、

三
方
を
囲
む
美
し
い
海
と
豊
か
な
緑

に
恵
ま
れ
、
豊
富
な
海
の
幸
や
季
節

の
野
菜
、
様
々
な
名
所
旧
跡
、
人
情

に
篤
い
土
地
柄
な
ど
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
と
こ
ろ
と
伺
っ
て
お
り
、
こ
こ
で

勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変
あ
り
が
た

く
感
じ
て
い
ま
す
。
貴
会
の
皆
様
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
年
間
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人

館
山
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
ご
事
業

の
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

着
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

離
任
の
あ
い
さ
つ

前館山税務署長

矢井田直輝

　

残
暑
の
候
、
公
益
社
団
法
人
館
山

法
人
会
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
定
期
人
事
異
動
に
よ
り
、

東
京
国
税
局
課
税
第
二
部
酒
税
課
長

に
転
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
の
着
任
以
降
、
本
間
会

長
を
は
じ
め
、
役
員
並
び
に
会
員
の

皆
様
か
ら
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
な
が
ら
、
そ
の
任
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
貴

会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
税
を
考
え
る

週
間
に
お
け
る
街
頭
広
報
活
動
を
は

じ
め
、
支
部
ゼ
ミ
懇
談
会
の
開
催
や

女
性
部
会
に
よ
る
税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
、
青
年
部
会
に
よ
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
活
発

に
事
業
活
動
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
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こ
の
よ
う
な
法
人
会
の
活
動
を
通

じ
、
法
人
会
の
皆
様
と
交
流
す
る
機

会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、私
に
と
っ

て
と
て
も
有
意
義
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。

　

館
山
法
人
会
は
「
税
の
オ
ピ
ニ
オ

ン
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
、
租
税
の
啓

蒙
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
税
知
識
の
普

及
・
納
税
意
識
の
高
揚
、
地
域
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
活
動
を
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
ご

期
待
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
税
務
行
政
に
対
す
る
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
公
益
社

団
法
人
館
山
法
人
会
の
益
々
の
ご
発

展
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
並
び

に
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
離
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
１
年
間
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

に
取
り
組
ま
れ
、
税
知
識
の
普
及
・

納
税
意
識
の
高
揚
に
貢
献
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
さ

ら
に
充
実
し
た
幅
広
い
活
動
を
展
開

さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
公
益
社

団
法
人
館
山
法
人
会
の
益
々
の
ご
発

展
、
会
員
・
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
健

勝
及
び
ご
事
業
の
発
展
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
私
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
船
橋
市
に
居
を
構
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
家
族
も
大
好
き
な
安
房

地
域
に
今
後
も
足
を
運
ば
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
見
か

け
ら
れ
た
際
は
ぜ
ひ
、
お
声
か
け
く

だ
さ
い
。
２
年
間
、
本
当
に
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

離
任
の
あ
い
さ
つ

前館山税務署
審理担当調査官

目黒　智也

　

残
暑
の
候
、
公
益
社
団
法
人
館
山

法
人
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

離
任
の
あ
い
さ
つ

前館山税務署
法人１統括

川口　泰之

　

残
暑
の
候
、
公
益
社
団
法
人
館
山

法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
益
々
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
こ
と
、
こ
の
七
月
の
定

期
人
事
異
動
に
よ
り
、
江
東
東
税
務

署
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
過
日
着
任
い

た
し
ま
し
た
。
館
山
税
務
署
在
任
中

は
本
間
会
長
を
は
じ
め
、
役
員
並
び

に
会
員
の
皆
様
に
は
、
税
務
行
政
等

に
対
し
て
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
４
年
７
月
、
館
山
税
務
署
勤

務
を
命
じ
ら
れ
、
希
望
通
り
の
税
務

署
で
も
あ
り
、
喜
び
勇
ん
で
赴
任
い

た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
初
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
マ
ス
ク
を
装
着
し
て
の
会
話
ば

か
り
で
あ
り
、
会
の
皆
様
の
顔
を
覚

え
る
こ
と
も
あ
ま
り
で
き
な
い
よ
う

な
状
況
で
あ
り
ま
し
た
が
、
５
類
に

移
行
し
て
か
ら
は
、
懇
親
会
も
復
活

し
て
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
の
会
話
が

は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
定
期
人
事
異
動
に
よ
り

東
京
国
税
局
情
報
シ
ス
テ
ム
部
へ
転

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

館
山
税
務
署
在
任
中
は
、
皆
様
に

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
令
和

４
年
７
月
か
ら
館
山
税
務
署
で
初
め

て
法
人
会
担
当
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

理
事
会
や
支
部
ゼ
ミ
懇
談
会
等
で

法
人
会
の
皆
様
と
懇
談
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
は
、
大
変
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
決
算
法
人
説
明
会
等
で
は
、

研
修
講
師
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、お
聞
き
苦
し
い
点
も
あ
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

何
か
と
不
慣
れ
な
点
も
あ
り
ま
し

た
が
、
法
人
会
の
皆
様
に
温
か
く
接

し
て
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
２
年
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
公
益
社

団
法
人
館
山
法
人
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
事
業
の

ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
、
離
任
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

法
人
会
の
組
織
の
中
で
、
理
事
会
、

支
部
ゼ
ミ
懇
談
会
、
各
部
会
・
委
員

会
を
通
し
て
交
流
し
て
い
た
だ
い
た

皆
様
は
、
と
て
も
優
し
く
温
か
く
、

気
さ
く
な
方
々
ば
か
り
で
し
た
。
ま

た
、
懇
親
会
等
で
の
意
見
交
換
は
、

皆
様
の
お
話
を
直
接
お
聞
き
す
る
こ

と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
私
に

と
っ
て
こ
の
館
山
署
で
の
勤
務
は
、

と
て
も
充
実
し
た
２
年
間
で
あ
り
ま

し
た
。
安
房
の
地
に
お
い
て
勤
務
・

生
活
し
た
事
は
今
後
の
私
の
人
生
に

と
っ
て
、
忘
れ
な
い
思
い
出
と
な
っ

た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
税
を
考
え
る
週
間
に
お
け

る
、
館
山
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
、
鴨
川
イ

オ
ン
で
の
「
街
頭
広
報
」、「
税
に
関

す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
募

集
等
、
社
会
貢
献
事
業
や
地
域
活
動

に
お
け
る
法
人
会
が
求
め
ら
れ
る
行

動
規
範
や
責
務
を
十
分
に
果
た
さ
れ

て
い
る
組
織
で
あ
る
と
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
公
益
社
団
法
人
館
山

法
人
会
は
「
よ
き
経
営
者
を
目
指
す

も
の
の
団
体
」
と
し
て
租
税
啓
蒙
活

動
や
社
会
貢
献
活
動
な
ど
に
積
極
的
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館山署新体制プロフィール ①前任部署　②出身地　③趣味

署　長

①�局・課税一部
　企画調整官
②東京都
③スキューバダイビング

竹川　洋樹坂口　弘一
①（留任）
②熊本県
③散歩

個人課税部門統括
国税調査官

有藤　　良
①局・徴収部主査
②東京都
③サッカー観戦

徴収部門統括
国税徴収官

星本　貴樹
①足立署徴収１統括
②福岡県
③子供と遊ぶ

総務課長

吉田　弘明
①�（留任）
②東京都
③サイクリング

総務係長

鬼頭　郷平
①（留任）
②東京都
③ジョギング

資産課税部門
統括国税調査官

清水　龍生
①千葉西署法人１上席
②大阪府
③読書

法人課税部門上席
調査官（審理担当）

河内　博和
①新宿署消費税専門官
②千葉県
③釣り

法人課税部門統括
国税調査官
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令和７年度 税制改正要望 公平で健全な税制の実現を目指して中小企業の活性化につながる
税制の提言を千葉県連を通じて全法連へ提出

総　論

　少子高齢化により社会保障の財源の不足が見込まれており、今後も急激な増加が想定されることから、長期的視野のもと
持続可能な税制の構築を求める。
　また、円安などの影響による物価上昇が続く現在の情勢下で、国民生活の維持を最大の目標とし、配偶者控除等の範囲
拡大などにより国民の所得を拡大するような施策を議論していくよう求める。
　また、税を財源とする補助金交付等の政策の実施にあたっては、対象が特定の業種に集中するなどの不公平が生じないよ
うな配慮を求める。

提言内容
テーマ・税　目 課　　　　　　題

消費税 インボイス制度

　インボイス制度導入により免税事業者等のインボイス登録事業者以外の取引先からの課税仕入れに係る消費税の負担が増
えることとなった。免税事業者の場合インボイス登録をすることを選択しない事業者もいることから、インボイス登録事業者
以外からの課税仕入れについて、８割等の一定割合の仕入税額控除を恒久的なものとすることを求める。また、自身とは関
係ないと思っている等インボイス制度について理解が不十分な事業者もいるため、広報のあり方についての見直しを行うよう
求める。

提言内容
テーマ・税　目 課　　　　　　題

所得税 配偶者控除、扶養控除
所得税法８３条、８４条

　物価高や人手不足で悩む企業もあるなか、配偶者控除等の適用のために就業機会を制限している者も一定数いるため、
配偶者控除等の適用可能となる所得の拡大を求める。

提言内容
テーマ・税　目 課　　　　　　題

揮発油税等

　原油価格の高騰によりガソリンの価格が上昇しているなか、トリガー条項はいまだ凍結されたままであり、補助金を支給する
形で対応しているため、当該条項の凍結解除を求める。

提言内容
テーマ・税　目 課　　　　　　題
租税教室 租税教室

　現在、租税教育で税の種類や用途に関する内容を中心に行われている。しかし、租税教室を経験していない小学生は、自身
が利用している学校や教科書等が税金で賄われているという認識が低く、教科書や学校施設等を大事に扱わない生徒もいる。
よって義務教育年代の児童・生徒を対象にした祖税教育を確実に実施していくよう求める。税の理解を深めることで物を大事に
扱うことにつながるとともに、生徒自身が納税する立場になった際には次世代の子どもたちのためへの納税意識の高揚にも寄与
する。

　　　令和7年度　税制改正要望事項（館山法人会）	
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◎
新
年
度
第
一
回
理
事
会

　

四
月
二
十
二
日
（
月
）

　

夕
日
海
岸
昇
鶴
に
て

・
令
和
５
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

・
令
和
５
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

・
第
52
回
定
時
総
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

出
席
者　

37
名

◎
第
四
回
理
事
会

　

�

三
月
十
八
日
（
月
）
夕
日
海
岸
昇
鶴
に
て

・�

令
和
６
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案

に
つ
い
て

・�

令
和
５
年
度
事
業
の
執
行
状
況
の
報
告
に

つ
い
て

・
総
会
、
理
事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　

33
名

◎
監
査
会

　

四
月
十
五
日
（
月
）
法
青
会
館
に
て

・
令
和
５
年
度
収
支
決
算
監
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　
５
名

理 

事 
会 
等

第 1回広報委員会　7月 25日

第 1回税制委員会　５月 10日

新年度第 1回理事会　4月 22日

◎
役
員
会

　

一
月
二
十
二
日
（
月
）

　

法
青
会
館
に
て

・
会
員
増
強
に
つ
い
て

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
に
つ
い
て

広
報
委
員
会

青
年
部
会

令
和
７
年
度
税
制
改
正
要
望
協
議

◎
第
一
回
税
制
委
員
会

　
五
月
十
日
（
金
）
法
人
会
事
務
局
に
て

・
令
和
七
年
度
税
制
改
正
要
望
に
つ
い
て
協
議

　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　

10
名

会
報
編
集
会
議

◎
第
一
回
広
報
委
員
会

　
七
月
二
十
五
日
（
木
）
法
人
会
事
務
局
に
て

・
会
報
一
二
八
号
編
集
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　
９
名

税
制
委
員
会

・
青
連
協
千
葉
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て

出
席
者　
６
名

◎
税
務
署
対
抗
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

　

二
月
七
日
（
水
）

　

館
山
ヤ
ン
グ
ボ
ー
ル
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者　

32
名

◎
役
員
会

　
三
月
五
日
（
火
）

　

法
青
会
館
に
て

・
第
三
十
七
回
定
時
総
会
に
つ
い
て

・
今
後
の
行
事
予
定
に
つ
い
て出

席
者　
９
名

◎
税
務
研
修
会

　
四
月
二
十
三
日
（
火
）

　

法
青
会
館
に
て

・
研
修
会

　
「
国
税
組
織
に
つ
い
て
」

講
師　

館
山
税
務
署　

法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
官

　
　
　
　
　
　
　

川
口　

泰
之　

氏

出
席
者　

13
名

◎
定
時
総
会

　
五
月
九
日
（
木
）

　

法
青
会
館
に
て

・
令
和
５
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

・
講
演
会

「
大
地
震
が
起
き
た
直
後
に
と
る
べ
き
行
動
」

　

講
師　
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女性部会定時総会　５月 8日

源泉研究部会定時総会　５月 9日

◎
定
時
総
会

　

五
月
九
日
（
木
）

　

夕
日
海
岸
昇
鶴
に
て

　

・
令
和
５
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

・
令
和
６
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て

◎
税
務
研
修
会

　
「
令
和
６
年
分
所
得
税
の

　
　
　
　

定
額
減
税
の
し
か
た
」

　

講
師　

堤　

遥
瑠
香
法
一
事
務
官

　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　

13
名

女
性
部
会

◎
視
察
研
修

　

二
月
八
日
（
木
）
明
治
座

舞
台「
メ
イ
ジ・ザ・キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ
」ほ
か

参
加
者　

28
名

源
泉
研
究
部
会

青年部会定時総会　5月 9日

館
山
市
消
防
団　

団
長　

吉
野　

隆
志
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　

19
名

◎
青
連
協
・
女
連
協
合
同
講
演
会

　

五
月
二
十
日
（
月
）

　
　

ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
に
て

　
　

�

演
題　
「
超
一
流
の
人
の
「
健
康
」
の

極
意
」
～
体
の
免
疫
力
を
最
大
限
に
引

き
出
す
～　

講
師　

小
林　

弘
幸　

氏

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者　

6
名

◎
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
広
島
大
会

　

�

四
月
十
八
日
（
木
）

　

�

広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

　

記
念
講
演
「
音
楽
・
師
と
の
出
会
い
」

　
　

～
今
、
我
々
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
～

講
師　

下
野　

達
也
氏

（
広
島
交
響
楽
団
音
楽
総
監
督
）

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者　
３
名

◎
定
時
総
会

　

五
月
八
日
（
水
）

　

夕
日
海
岸
昇
鶴
に
て

・
令
和
５
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

・
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

・
講
演
会

　

演
題
「
元
禄
・
関
東
地
震
・
津
波
を
参
考

に
防
災
を
考
え
る
」

　
　

～
能
登
半
島
は
房
総
半
島
と
類
似
～

　
　
　
　
　

講
師　

前
南
房
総
市
教
育
長

青
木　

嘉
男
氏

出
席
者　

47
名

くわしい内容と受付は11月に会員全員に封書でお知らせします。

一日人間ドック型式で一日人間ドック型式で
年に一度は生活習慣病チェック

① 2025 年 1月16 日（木）　鴨川市文化体育館（鴨川市太尾 866-1）

② 2025 年 1月17 日（金）　館山商工会館（館山市八幡821）
　　　　　　　 18 日（土）　　　　　　　　〃

実施日
・

会　場

◎
女
連
協
・
青
連
協
合
同
講
演
会

　

五
月
二
十
日
（
月
）

　
　

ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
に
て

　
　

�

演
題　
「
超
一
流
の
人
の
「
健
康
」
の

極
意
」

　

～
体
の
免
疫
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
～

　

講
師　

小
林　

弘
幸
氏

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者　

6
名
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結
果
を
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

〈
ま
と
め
〉

・
空
腹
時
血
糖
値
１
２
６
ｍ
ｇ
/
ｄ
Ｌ
以

上
か
つ
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
６
．５
％
以
上
の
方
は

要
精
密
検
査
で
す
！

・�

血
糖
値
が
高
い
と
言
わ
れ
た
ら
、
ま
ず
病

院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

・�

少
な
く
と
も
受
診
ま
で
は
シ
ョ
糖
（
砂
糖

の
主
成
分
）
を
多
く
含
む
も
の
を
控
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

※�

本
記
事
に
つ
い
て
、
開
示
す
べ
き
利
益
相

反
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊�

参
考
文
献
＝
①
全
国
健
康
保
険
協
会
　
健
診

の
ご
案
内

②�A
m
erican

 D
iab
etes A

ssociation 
P
rofessional P

ractice  C
om
m
ittee, 

D
raznin B et al. 6. Glycem

ic Targets:  
Stan

d
ard
s o
f M

ed
ical C

are in 
D
iabetes-2022. D

iabetes Care. 2022 
Jan 1;45(Suppl 1):S83-S96. 

③�

糖
尿
病
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン2019

　
糖
尿

病
診
断
の
指
針

④�

糖
尿
病
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン2019

　
食
事

療
法

　

皆
さ
ん
は
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど

で
「
血
糖
値
が
高
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

「
血
糖
値
が
高
い
？ 
糖
尿

病
な
の
か
な
？
」「
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
検
査
を

す
る
の
か
な
？
」「
病
院
に
は
行
く
べ
き
？
」

な
ど
の
疑
問
を
抱
え
る
方
は
多
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

手
も
と
に
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
の
検

査
結
果
は
あ
り
ま
す
か
？ 

今
回
は
検
査
結

果
の
「
血
糖
値
」「
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ (

ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
・
エ
ー
・
ワ
ン
・
シ
ー) 

」
の
２
か
所

を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。血
糖
値
に
は
主
に

「
空
腹
時
血
糖
値
」
と
「
随
時
血
糖
値
」
の

２
つ
が
あ
り
、
食
事
や
カ
ロ
リ
ー
を
含
ん
だ

水
分
を
10
時
間
以
上
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
せ

ず
に
検
査
を
受
け
た
場
合
の
数
値
を
「
空
腹

時
血
糖
値
」、
そ
れ
以
外
の
血
糖
値
は
「
随

時
血
糖
値
」と
し
て
い
ま
す（
参
考
文
献
①
）。

検
査
を
受
け
た
日
、
検
査
前
に
ご
飯
を
食
べ

た
か
を
思
い
出
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、「
Ｈ
ｂ

Ａ
１
ｃ
」
は
検
査
前
の
約
３
か
月
間
の
血
糖

値
を
反
映
し
た
値
で
す
（
参
考
文
献
②
）。

　

さ
て
、
病
院
で
は
糖
尿
病
の
診
断
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
糖
尿
病

の
診
断
基
準
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

（
参
考
文
献
③
）。

１
．
糖
尿
病
型
を
２
回
確
認
す
る

　
「
糖
尿
病
型
」
と
は
、「
空
腹
時
血
糖
値

１
２
６
ｍ
ｇ
/
ｄ
Ｌ
以
上
」「
ブ
ド
ウ
糖

負
荷
試
験
（
※
）
で
２
時
間
値
が
２
０
０
ｍ

ｇ
/
ｄ
Ｌ
以
上
」「
随
時
血
糖
値
２
０
０

ｍ
ｇ
/
ｄ
Ｌ
以
上
」「
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
６
．５
％

以
上
」
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
状
態
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。
健
診
の
結
果
と
合
わ
せ
て
２

回
基
準
を
満
た
せ
ば
、「
糖
尿
病
」
と
い
う

診
断
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ

だ
け
で
は
診
断
で
き
ず
、
必
ず
血
糖
値
が
基

準
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
れ
に
Ｈ

ｂ
Ａ
１
ｃ
は
、
正
し
い
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
反
映
し
な
い
場
合
が
あ
る
か
ら
で
す

（
参
考
文
献
②
）。

※�

「
ブ
ド
ウ
糖
負
荷
試
験
」
は
主
に
病
院
で

行
う
検
査
で
、
７
５
ｇ
の
ブ
ド
ウ
糖
を
含

ん
だ
飲
み
物
を
飲
ん
で
、
ど
れ
ぐ
ら
い
血

糖
値
が
上
が
る
か
を
見
る
も
の
で
す
。
血

液
検
査
は
４
～
５
回
行
い
ま
す
が
、
ブ
ド

ウ
糖
を
飲
む
前
と
２
時
間
後
の
結
果
を
診

断
に
用
い
ま
す
。

２
．
糖
尿
病
型
を
１
回
確
認
し
慢
性
高
血

糖
症
状
の
存
在
を
確
認
す
る

　

糖
尿
病
型
が
１
回
と
、
糖
尿
病
の
典
型
的

な
症
状 (

喉
の
渇
き
、
多
飲
、
多
尿
、
体
重

減
少) 

の
存
在
か
糖
尿
病
性
網
膜
症(

目
の

所
見)

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
糖
尿
病
の

診
断
と
な
り
ま
す
。
糖
尿
病
性
網
膜
症
は
ほ

と
ん
ど
の
方
が
症
状
は
な
く
、
眼
科
で
の
診

察
が
必
要
で
す
。

　

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

尿
中
に
出
る
糖
で
あ
る
「
尿
糖
」
は
診
断
に

は
用
い
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ

ク
で
引
っ
か
か
っ
た
場
合
に
は
病
院
を
受
診

し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
受
診
ま
で

の
間
に
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

糖
尿
病
は
種
類
に
よ
っ
て
根
本
の
治
療
が
大

き
く
変
わ
り
ま
す
が
、
共
通
し
て
言
え
る
の

は
「
シ
ョ
糖 (

砂
糖
の
主
成
分) 

を
多
く
含

ん
だ
食
品
を
控
え
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
シ
ョ
糖
を
多
く
含
む
飲
食
物
の

具
体
例
と
し
て
は
、
ジ
ュ
ー
ス
を
は
じ
め
と

し
た
清
涼
飲
料
水
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ュ
ー
ス

に
は
シ
ョ
糖
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
血
糖
値
が
高
く
な
る
た
め
、
シ
ョ

糖
や
果
糖
ブ
ド
ウ
糖
液
糖
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
る
ジ
ュ
ー
ス
は
控
え
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う

（
参
考
文
献
④
）。

　

糖
尿
病
は
ほ
う
っ
て
お
く
と
重
大
な
合
併

症
を
引
き
起
こ
す
病
気
で
す
。
症
状
が
な
く

て
も
ほ
う
っ
て
お
か
ず
、
早
め
に
病
院
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
！ 

そ
の
時
に
は
必
ず
健
診
の

健
診
で
血
糖
値
が

　
　
　
　
高
い
と
言
わ
れ
た
ら
？

一
般
社
団
法
人　

Ｌ
ｕ
ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ

[

筆
者
紹
介]

一般
社
団
法
人
Ｌ
ｕ
ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ　

誰
に
と
っ

て
も
わ
か
り
や
す
い「
正
し
い
医
療
情
報
」
を

届
け
た
い
と
い
う
思
い
で
設
立
。
医
師
主
導
で

「
科
学
的
根
拠
の
あ
る
医
療
情
報
」
を
届
け

る
ニュー
ス
サ
イ
ト
「
Ｌ
ｕ
ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
（
ル
メ

ディ
ア
）」
を
運
営
し
て
い
る
。
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9

千倉小学校
早川　真心

千倉小学校
渡辺　愛結

千倉小学校
高橋　眞乃愛 千倉小学校

金子　天音

千倉小学校
岩崎　愛美

千倉小学校
山梨　綾太

三芳小学校
池田　柚月

三芳小学校
嶋田　　弦

三芳小学校
髙橋　瑞希

三芳小学校
穂積　七海

鋸南小学校
東瀬　若夏

鋸南小学校
柴田　遥生

鋸南小学校
金子　蘭

鋸南小学校
前田　和奏

鋸南小学校
村井　希羽

三芳小学校
唐尼　留那

三芳小学校
神作　音羽

入
選
（
三
芳
小
学
校
）
五
十
音
順

入
選
（
鋸
南
小
学
校
）
五
十
音
順

入
選
（
千
倉
小
学
校
）
五
十
音
順

千倉小学校
金元　汐音

千倉小学校
渡邊　紗羽

　女性部会が主導。青年部会が行った租税
教室のあと絵はがき作成依頼。
　今年は千倉小学校、三芳小学校、鋸南小
学校で実施（6 年生対象）。

鋸南小学校
生田　にこ

千倉小学校
鈴木　百絵

鋸南小学校
田村　真大

 館山法人会会長賞館山法人会青年部会
部会長賞

千葉県法人会連合会女性部会
連絡協議会会長賞

千倉小学校
早川　美心

 館山税務署署長賞 館山法人会女性部会
部会長賞

三芳小学校
小安　希和
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原
岡
海
岸
〜
多
田
良
北
浜
海
岸
間
に
あ
る
岡
本
桟
橋
（
原
岡
桟
橋
）
は
、
全
国
で
も
数

少
な
い
木
製
の
海
桟
橋
。
　

　
1
9
2
1
年
（
大
正
10
年
）
に
漁
業
用
と
し
て
整
備
さ
れ
た
歴
史
あ
る
桟
橋
は
、
昭
和

レ
ト
ロ
を
感
じ
さ
せ
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
佇
ま
い
が
魅
力
で
す
。
富
浦
湾
に
突
き
出
し

た
桟
橋
か
ら
は
、
対
岸
の
三
浦
半
島
や
伊
豆
方
面
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
桟
橋
に

佇
み
な
が
ら
の
ん
び
り
海
釣
り
を
す
れ
ば
、
日
々
の
疲
れ
や
悩
み
も
忘
れ
ら
れ
る
で
し
ょ

【
表
紙
】
岡
本
桟
橋
（
南
房
総
市
）

●会報  第128号　●発行年月日  令和６年8月25日　●発行責任者  本間　亨　●編集責任者  日暮  靖　
●発行者（公社）館山法人会　●電話  0470 - 22 - 1389　●ＦＡＸ  0470 - 23 - 3195

　
地
球
沸
騰
化
。
2
0
2
3
年
7
月
、
世
界
の
平
均
気
温
が
観
測
史
上
で
最

高
記
録
を
更
新
し
た
こ
と
を
受
け
、
国
連
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ
ス
事

務
総
長
が
発
言
し
た
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

　
温
暖
化
よ
り
も
強
い
印
象
を
受
け
る
「
地
球
沸
騰
化
」
は
、
日
本
で
も

2
0
2
3
年
の
新
語
・
流
行
語
大
賞
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
注
目
さ
れ
ま
し

た
。「
地
球
沸
騰
化
」
は
実
際
に
沸
騰
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
世
界
平

均
気
温
の
最
高
記
録
を
更
新
し
た
こ
と
や
気
温
上
昇
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
影
響

な
ど
か
ら
、
地
球
温
暖
化
が
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る

た
め
に
使
わ
れ
た
発
言
だ
と
さ
れ
て
ま
す
。
企
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
人

ひ
と
り
に
も
温
室
効
果
ガ
ス
へ
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な

施
策
と
し
て
は
、
省
エ
ネ
家
電
へ
の
切
り
替
え
や
ガ
ソ
リ
ン
車
か
ら
エ
コ
カ
ー

へ
の
乗
り
換
え
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
プ
ラ
ス
テ
ッ
ク
の
廃
棄
を
減
ら
す
な
ど
、

今
以
上
の
取
組
が
必
要
と
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

編  集  後  記

写
真
提
供
：
松
井
啓
悟

今 後 の 事 業 実 施 予 定
月　　日 事　業・会　議 会　場　等

  ９． ５（木） 法人会理事会・福利厚生制度推進連絡協議会 鴨川ユニバースホテル

  ９．１２（木） 女性部会視察研修 JAXA 筑波宇宙センター

１０． ３（木） 全法連全国大会（鹿児島大会） 城山ホテル鹿児島

１０．１１（金） パソコン教室 館山商工会館

１１．  ８（金） 全法連青年の集い（福井大会） サンドーム福井

１１．１４（木）  納税表彰式 夕日海岸昇鶴

  １．１６（木） 人間ドック 鴨川市文化体育館

  １．１７（金） 人間ドック 館山商工会館

  １．１８（土） 人間ドック 館山商工会館

日　時：10月 11日（金）13:30 ～ 16:30
場　所：館山商工会館にて
定　員：先着 15名
参加費：会　員　3,000 円／人　　
　　　　非会員　5,000 円／人

お申し込み・お問い合わせは　
公益社団法人館山法人会（電話 0470-22-1389，FAX 0470-23-3195）

パソコンセミナーの
お知らせ

仕事に役立つ！エクセル基礎講座

パソコンセミナーパソコンセミナーのの
お知らせお知らせ

う
。
天
気
が
良
け
れ
ば
、
海
の
向
こ
う
に
富
士
山

の
姿
が
見
え
る
こ
と
も
。
美
し
い
夕
焼
け
と
富
士

山
の
シ
ル
エ
ッ
ト
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
織
り

な
す
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
な
絶
景
を
求
め
、
多
く

の
人
が
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
岡
本
桟
橋
は
唯
一
無

二
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
テ
レ
ビ

C
M
や
ロ
ケ
の
舞
台
と
し
て
も
度
々
登
場
。
周
辺

に
は
「
原
岡
海
水
浴
場
」
や
「
多
田
良
北
浜
海
水

浴
場
」
が
立
地
し
て
お
り
、
夏
は
海
水
浴
を
思
う

存
分
楽
し
ん
だ
後
、
夕
暮
れ
時
に
桟
橋
か
ら
の
絶

景
に
浸
る
、
ぜ
い
た
く
な
過
ご
し
方
も
で
き
る
で

し
ょ
う
。

（
公
社
）
千
葉
県
観
光
物
産
協
会
H
P
よ
り


